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平成２２年度「基礎学力向上システム推進事業」学校応援団づくり計画書

１ 学校応援団づくりの目的について
学校が家庭や地域と連携して、低学年からの基礎学力の確実な定着を図るとともに、家庭教育力、
地域教育力の向上を図る。

２ 学校応援団の活動について
（１）学校評議員会で編成し、コーディネーター長は公民館長の工藤徹雄さん、校長、教頭とする
（２）学習サポート、環境サポート、安全サポート及び家庭サポートの活動をボランティアで行う
（３）高校生のサマースクールサポートは、行き帰りの安全のため、ボランティア保険に加入する

学習サポート 環境整備サポート 交通安全・家庭サポート
コーディネーター：白石勲さん コーディネーター:武田賢次さん コーディネーター:工藤徹雄さん

１ 放課後学習サポート １ 学校美化サポート １ 子ども見守り隊
(１) 隔週金曜日３時～４時 (１)親子除草作業 (１)登下校の安全指導
(２) 主に１・２・３年生対象 (２)学校園、学級園整備 (２)不審者対策
２ 授業サポート (３)校内の清掃や整備 (３)子ども１１０番
(１) ゲストティーチャー ２ 図書館教育サポート ２ 家庭学習の充実
(２) 生活科、社会科、家庭科 毎月第 3金曜日実施 (１)家庭学習の手引

等の授業サポート (１)読み聞かせ (２)基本的生活習慣の育成
３ 長期休業中の補充指導 (２)飾り付け ３ ノーテレビ・ノーゲーム
(１) サマースクールの実施 (３)書架整備 デーの取り組み
前期：７月末に３日間 (１)親子の会話や読書、お手
後期：８月末に３日間 伝い、体験活動等の取組

３ 放課後学習サポートについて
いつ ①隔週金曜日 「にこにこタイム」午後３時から４時まで

②毎週月曜日 「スキルアップタイム」（全校学力充実の時間）
・１・２年生は午後３時～３時３０分（学校応援団がサポート）
・３年生～６年生は４時～４時２０分

※来校したら校長室で打ち合わせをし、終了後は校長室で気付きを話しあう
※明確な期日は、２ケ月毎に葉書でお知らせする

どこで 各学年の教室及び低学年プレイルーム
・学校評議員さんが、公民館会議（老人会、婦人会等の各長）、区長会、民生委員

だれが 会等で呼びかけ、人材バンクに登録していただいた地域の方々
・保護者

・折り紙、お手玉、はさみを使った工作など手の巧緻性を養う学習
どんな内容を 1年生 ・音読を聞いてもらう

・ひらがな、かたかな、漢字、足し算引き算の丸付け
・音読やかけ算九九を聞いてもらう

２･３年生 ・漢字、計算のプリント学習の丸付け
・３年生は国語、算数の練習問題の丸付け

どのように ・「みとめ、ほめ、はげまし、のばす」気持ちで、○をつけたり、スタンプやシー
サポートする ルをつけてもらう
か ・丸付け用の赤ペンや解答、スタンプ、シールは学校で準備する


